
Ⅰ　

は
じ
め
に

　

昭
和
30
年
１
月
１
日
に
福
島
町
と
吉
岡
村
が
合
併

し
、
も
う
す
ぐ
70
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

当
時
の
福
島
町
長
工
藤
福
次
郎
氏
と
吉
岡
村
長
深
山

久
三
郎
氏
の
両
氏
の
協
議
を
経
て
、
昭
和
29
年
11
月
22

日
開
催
の
第
３
回
吉
岡
村
臨
時
議
会
並
び
に
昭
和
29
年

12
月
20
日
開
催
の
第
11
回
福
島
町
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
両
町
の
合
併
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
福
島
町
を
後
世
の
子

ど
も
た
ち
に
つ
な
い
で
い
く
責
任
が
私
た
ち
に
あ
り
ま

す
。
先
人
た
ち
が
創
り
上
げ
た
福
島
町
を
町
民
の
皆
さ

ま
と
共
に
創
り
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
国
政
に
お
い
て
政
治
の
信
頼
が
揺
ら
い
で
お
り

ま
す
。
政
治
、
政
（
ま
つ
り
ご
と
）
は
、
国
民
並
び
に

町
民
と
の
信
頼
関
係
が
大
切
で
あ
り
、
善
き
政
は
町
民

と
の
信
頼
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

私
は
、
町
長
に
就
任
以
来
、
町
民
と
の
信
頼
を
基
に
、

一
貫
し
て
町
の
最
高
規
範
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
町
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
と
「
思
い
や
り
の
あ
る
行
政
」
を
政
治

姿
勢
の
基
軸
と
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
振
興
や
子

育
て
支
援
を
重
点
に
町
政
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
は
、
第
６
次
福
島
町
総
合
計
画
・
前
期

実
施
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

当
計
画
の
重
点
事
項
と
し
て
、
福
島
商
業
高
校
の
魅

力
化
お
よ
び
若
者
の
移
住
定
住
対
策
・
子
育
て
支
援
並

び
に
基
幹
産
業
の
安
定
的
な
資
源
確
保
に
重
点
的
に
予

算
配
分
す
る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
種
苗
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
新
た
な
吉
岡
温
泉
、
有
害
鳥
獣
減
容
化
処
理
施
設

の
適
切
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
今
後
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
が
引
き
起

こ
す
大
き
な
津
波
に
対
応
す
べ
く
、
新
た
に
地
域
に
お

け
る
津
波
避
難
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

112
．５
兆
円
と
令
和
５
年
度
当
初
予
算
か
ら
１
．６
％
減

少
し
た
も
の
の
、
過
去
最
高
額
で
あ
っ
た
前
年
度
に
次

ぐ
過
去
２
番
目
の
予
算
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
景
気
回

復
や
物
価
高
騰
を
背
景
に
、
法
人
税
や
消
費
税
な
ど
の

税
収
が
好
調
な
こ
と
か
ら
69
．６
兆
円
と
過
去
最
高
額
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付
税

総
額
は
１.

７
％
増
の
18
．６
兆
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
の
情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
の
柱
で
あ
る
第
６
次
福
島
町
総
合
計
画
・
前
期
実
施

計
画
お
よ
び
第
２
期
福
島
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
の
着
実
な
推
進
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
「
ふ
く

し
ま
」
を
共
に
創
る
た
め
、
住
民
と
行
政
が
、
町
の
強

み
を
生
か
し
な
が
ら
、
誇
り
あ
る
郷
土
の
明
日
を
切
り

拓
い
て
い
く
た
め
、「
持
続
可
能
な
産
業
へ
の
支
援
」、「
地

域
全
体
で
支
え
る
子
育
て
支
援
」、「
一
人
一
人
の
健
康

が
支
え
る
地
域
福
祉
」、「
高
齢
者
に
優
し
く
災
害
に
強

い
環
境
の
整
備
」、「
次
世
代
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
」、「
第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
の
実
現
」
に
向
け

た
歩
み
を
一
歩
一
歩
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
人
口
減
少
並
び
に
高
齢
化
と
い
う
厳
し

い
荒
波
の
中
で
、
今
、
で
き
る
こ
と
を
探
す
、
そ
し
て

福島町長
鳴　海　清　春

　３月８日（金）から開催された『町議会定例会３月会議』において、
鳴海町長と小野寺教育長より、まちづくりの方針である「町政執
行方針」と「教育行政執行方針」が表明されました。
　鳴海町長と小野寺教育長が示した方針についてお伝えします。

令
和
６
年
度

町
政
執
行
方
針
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